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新しい年に向けて、SMFも邁進していきます。

文化庁　平成23年度 文化遺産を活かした観光振興・地域活性化事業（ミュージアム活性化支援事業） Saitama Art Platform 形成準備事業

高橋　今日は「へんてこな音楽」とおっ
しゃる電子音楽についてのお話を聴か
せていただくために柴山さんのご新居に
うかがいました。以前に、作曲されたピア
ノ作品の「Monody」や「蘇州夜曲」（編
曲）を聴きしましたが、あれはいわゆる普
通の音楽でしたよね。
柴山　そう12年くらい前のものです。
高橋　なぜ、電子音楽を作るようになっ
たんですか。
柴山　器楽曲でも電子音楽でも、作ると
きにはそんなに違いは感じていません。
人が演奏してくれるか、どうかの違いだ
けでしょうか。
高橋　でも、器楽作曲で楽器を選ぶ時
みたいに、電子音楽を楽器の選択肢と
同じように捉えている人もいるでしょう。
そういう場合とはどう異なるのかな。
柴山　同じようにコンピュータは使ってい
ますが、我われの音楽はパフォーミング
アートではない、純粋に“音”に向き合うだ
けの音楽を作りたい。モートン・フェルドマ
ン（1926-1987）には250分くらいの曲があ
ります。ずっとモノトーンの単調な景色が
繰り返されて時間感覚が失われ、向き合
うのは“音”だけになる作品なんです。
高橋　そこに“音”があれば、それでい
いと……。
柴山　そもそも何を音楽とするのかとい

う既存の価値基準を解体したかった、と
いうと大げさですが、その与えられた枠
のなかで評価を得て創作をしていくこと
に興味を見出せなかったんです。
高橋　“音”は“声”、“声”は“言葉”、つ
まりメッセージなのではないでしょうか。禅
宗には谷川の流れや鴉の声を聴いて
悟ったという逸話があります。聴くことは、
精神の奥深くに触れてくる行為、ひたす
ら耳をすませて“音”を聞くことで新たな
発見があるということでしょうね。
柴山　生物の目は環境に適応するなか
で形成されたわけで、見えている範囲は
きわめて狭い。われわれが見たり感じたり
しているフレームを、どう超えられるか。新
しいものを作るのが作曲家の仕事で、そ
こを超えなければ新しいものの創造はで
きませんね。
高橋　電子音楽には日常や楽器の音を
加工するという方法がありますよね。
柴山　何の音を録音して使うのかでは
なくて、どのような“音”を作り込んでいける
かというプロセスが重要です。どんな
“音”でも、しかるべき秩序に従って並べ
れば音楽に聞こえるんです。
高橋　そこには作品としての形の枠の
ようなものがあるのかな。現代美術では、
ただの石でも箱に詰めれば作品になりま
すが……。

柴山　昨年の「SMF音響ライブ」
（12/11）のトークセッションで作曲家の生
方三郎さんが「これ（電子音楽）は本物
の音楽ではない」と言っていましたが、そ
れは言語学のチョムスキー（1928-）の説
く言語の「内在性」と「外在性」で説明が
つきます。言葉というのは音声の問題で
はなくて、それを生み出す機能があるか
らしゃべれるんだという。人間には本来、
音楽を生み出す力が備わっていて、そこ
から生まれてくるのがいわゆる普通の音
楽です。音楽を作る機能は私たちに内
在しているわけです。それに対して電子
音楽は外にある“音”を並べてみて、そ
れが音楽的に聞こえるかどうかを判断し
て作っていく。音楽は外在しています。で
すから、話すよりは、聴くという方に近いと
言えるでしょう。
高橋　そこには作品を評価する基準と
いうようなものはあるんですか。
柴山　あります。どのようにすれば具体
的に音楽に聴こえるのかという基礎的な
デザイン力が必要です。時間の経過の
なかで“音”を並べていく形式やものの出
し方の順番というものを習得しなければ
なりません。
高橋　西洋音楽のソナタ形式やロンド
形式にあたるようなものでしょうか。
柴山　形式がないと音楽には聞こえな
いはずです。学生はよく、いちばんおもし
ろいところを冒頭にもってきてしまう。それ
では、その後はどうするの、もったいない
じゃない、と……。
高橋　作品の展開ということですね。
柴山　それは聴き手の期待感をひきつ
けるための音楽的なテンションの維持で
もあります。また音楽や表現の新規性も
大切です。その人にしか作れない何かを
発見することです。
高橋　最後になりますが、みなさんに電
子音楽をどのように聴いてもらいたいとお
考えですか。
柴山　聴いていただいて楽しかったと

入間市博物館
「第15回むかしのくらしと道具
展」　12/17～2/12
　市民のくらしや地域の様子をたくさ
んの生活用具や写真で紹介します。
石臼や手作り玩具などの体験コーナーを設け、休
日には親子で楽しめるイベントも多数開催されます。

川越市立美術館
「昭和モダン　藤島武二と新制作初期会
員たち」　1/28～3/20
　1936年に「反アカデミックの芸術精神」を掲げ
結成された、新制作派協会（現新制作協会）。そ
の創立75周年を記念し、初期会員を中心に時代
とのかかわりを展観します。

埼玉県立近代美術館
「アンリ・ル・シダネル展」　11/12～2/5
　フランスの画家、アンリ・ル・シダネルの全貌を、
日本で初めて紹介する展覧会です。薔薇の庭、木
漏れ日などの柔らかな雰囲気が、観るひとを優しく
包み込みます。

今回は、埼玉県立近代美術館の
「MOMASの扉」をピックアップします。
　「MOMASの扉」は、毎週土曜日の13:30から
開催されているワークショップです。
　対象は4歳～大人まで回によって様々。作品に
ついて色々な切り口で考えたり、作者になったつ
もりで制作したり、親子で美術館を楽しんだりと、
いろいろな体験ができます。また、参加者同士で
感じたことを共有することで、きっと新たな発見が
ありますよ。
　すぐに満員になってしまうプログラムもあるの
で、お申し込みはお早めに。（H.O.）

おっしゃってくださる方がいますが、潜在
的に普通の価値観ではないものに共鳴
してくださっているんだと思います。また、
映画を観ているように面白かったという
方もいます。“音”だけで視覚的なイメー
ジが生成されてくるのでしょう。理想的な
聴き方というようなものはありませんが、とり
あえずは電子音楽を作ってみることをお
すすめします。わたしのワークショップで
は参加者の方が、ご自身で曲を作ってみ
て、それを聴くことで聴き方が変わるとい
うことがよくあります。その変化のプロセス
が重要なんです。19世紀の初頭以降、
音楽はだんだん「へんなもの」になってい
きました。1913年にはイタリア未来派の
ルッソロ（1885-1947）がノイズ（騒音、雑
音）だけで音楽作品を作りました。その
100年ほどの音楽の変化を、「へんてこな
音楽」を作ってみることで経験できるとい
うこともあるでしょう。（H.T.）

へんてこな音楽〔電子音楽〕へ、
ようこそ！  柴山拓郎（作曲家）　 高橋博夫（俳人）

禅宗には谷川の流れや鴉
の声を聴いて悟ったという
逸話があります。

音楽を作る機能は私たちに
内在しているわけです。
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　クリスマスムードで賑わうまちに、鎮
座まします人型干し芋。その名は
《IMONINGEN》！“イモらしいよ”と
書かれた赤いバッジが誇らしげです。
　2011年12月、北浦和の西口銀座商
店街を舞台にした《回遊美術館Ⅱ》は、
アーティスト・商店会・美術館がタッグを
組んで行ったプログラムです。会合を重
ね、山本耕一郎さんの《北浦和出逢い
景プロジェクト》が会期に先がけて進行
していきました。11月半ばから北浦和に
寝泊まりして制作活動を始めた山本さ
ん、色々な“うわさ”が書かれた“うわさ
バッジ”を屋台で運び、バッジを身につけ
た人を写真に撮って展示
していきました。商店街に
溢れるたくさんの方々の
笑顔。交わす挨拶も増え
ていきます。お風呂屋さん
に空き店舗を借りてプログ
ラムの実施本部にしたと
ころ、お隣の八百屋さん
一家が、毎日バッジをつけ
に来てくださるようになり、

ここを拠点に、参加アー
ティストそれぞれ、まちとの
交流を深めていきました。
　そんなある日登場した
のが《IMONINGEN》で

す。本部の壁一面で戯れる、三友周
太さんの《HIMONINGEN》へのオ
マージュでした。作者の八百屋さんは
叱られやしないかとちょっと心配だった
そうですが、思わぬ贈りものと遊び心に
アーティストとスタッフ一同、大喜びした
のは言うまでもありません。アルバイトの
大学生が専用の箱とバッジをつくって進
呈し、プログラムから生まれたアートとま
ちとの関係の、ひとつのシンボルになりま
した。「いつもこんな調子で冗談ばかり。
八百屋もいいけど吉本に入れば？なん
てお客さんに言われちゃうのよ。」 
　照れ笑いするおかみさんのエプロン

には“この職業向いてないらしいよ”
のバッジがありました。
　まちで交わされる
小さなやりとりの積み重
ねがプログラムを大きく支
えていたと思います。「こういう
催しは楽しくていいね。ワクワクするよ。」
お肉屋さんやラーメン屋さんから頂いた
言葉の通り、アートがまちの元気を引き
出せたなら嬉しい限りです。美術館と商
店街とで顔なじみが増え、次の展開を
探っているところ。これからも互いに行き
来し回遊しながら、縁をつないでいきた
いと思います。（A.O.）
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ラボ de コラボ
　「ＳＭＦアートラボ」はアートの実験台。
本田貴侶、内野務、ＫＡＰＬの諸氏による
ワークショップ、作品展示、また彫刻ライ
ヴ・ダンス・演奏などのパフォーマンス、
アートマーケットなど、さまざまな素材を北
浦和公園に投入して無造作にかき混ぜ
ます。異ジャンルのアーティストたちが、ふ
らりと遊びに来た人たちや公園の光や
木々、その場で出会った他のアーティスト
と化学反応を起こし、見たことのないもの
がぽこっと生まれてくると実験成功。
　パフォーマンスを終えた方たちに、い
ちばん気に入った作品とのコラボ写真を
提案したところ、舞踏の山下浩人さんが
選んだのは、ホンダ先生の大ケヤキの切
り株。それをしばし眺めていた山下さん
ですが、いつのまにか切り株の穴の中に
すっぽり、文字通りハマッていました。ケ

ヤキと山下さんは不思議に一体化し、原
始の息吹を放っていたのでした。

《似犬絵》大人気　　
学生アートマーケットと
ＫＡＰＬコーナー
　たまたま各大学からの参加
者が全員3年生だったので、
ワークショップのテントには3年
1組～4組の看板、そして若さ
あふれる面白い作品が並びま
した。中でも各テントの似顔絵
コーナーが大人気。それも北
浦和公園ならではのお客さま、お散歩ワ
ンちゃんたちが似顔絵ならぬ「似犬絵」
のはしごをしてました。5頭連れてこられ
た方は全コーナー制覇とか。 

初めての試み フィナーレ
　参加アーティストとＳＭＦスタッフ全員
集合による初のフィナーレ！なのに一人
だけ、「やだ」と最後まで抵抗していたウ
チノ先生。仕方なくワークショップ広場か
ら噴水前に連行。「しつこいな」とぶつぶ

つ言いながらも駆け足で登場した時に
は、いつの間にかスタッフの方たちと「トン

ギコ・ワークショップ」の大きな看板を持っ
ちゃっていました。ずるい！映画より、
ずっとずっとラブリーな生ウチノ先生でし
た。（S.Y.）

編集者のつぶやき…

▲山下浩人さんと大ケヤキ。

▲大人気の似顔絵コーナー。

▲参加アーティストが揃ったフィナーレ。

▲《HIMONINGEN》（三友周太さん）。

音楽おそるべし（Ｈ.Ｔ.）

2012年、どんな展開になるのでしょう… （H.O.）

今回のアートラボでのいろんな出会いが、いろ
んな拡がりを見せてくれますように。（Ｓ.Ｙ.）

【S】擦った【M】揉んだで【F】踏ん張る毎日。
2012年はいい風吹くかな？（A.O.）
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IMONINGEN

ＳＭＦアートラボ 2011年11月12日 北浦和公園

あ
ら
わ
る
！！

アートとまちの
ご近所づきあい

SMF 
ART
LABO

▲《北浦和出逢い景プロジェクト》（山本耕一郎さん）。
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